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明けましておめでとうございます。
新しい年となりました。今年も県内の特別支援教育のさらなる充実に向けて，かえで支援学校も努

力していきたいと思います。本年もよろしくお願いします。

本校の学園祭「かえで祭」が昨年の１２月に行われました。今回は新型インフルエンザの影響もあ

り，本校保護者以外の方の参加を遠慮していただいての開催となりました。児童生徒もかえで祭の取

り組みを通して，相手の心情理解や自己表現の大切さと難しさなどを感じていたようです。また，当

日の発表を振り返り自己評価を上げたり，保護者の拍手を受け自尊心を高めたりすることができたよ

うです。かえで祭の取り組みを通して再確認したことは，人から認められることの大切さです。誰で

も相手に認められると嬉しいですよね。みんなの良い所をどんどん褒めてあげたくなりました。

『輝輝輝輝くくくく場場場場，，，，頑張頑張頑張頑張れるれるれるれる場場場場によってによってによってによって自信自信自信自信がもてるがもてるがもてるがもてる。。。。集団集団集団集団がががが子子子子どもをどもをどもをどもを育育育育てるてるてるてる。』。』。』。』
毎朝８時を過ぎると自転車や電車，路線バスで通学をしている生徒達の元気な挨拶の声が校内に響

き始めます。そして，スクールバスが到着し，新しい高等部棟に活気が満ちあふれます。こうして99

名の生徒の活動が毎日始まります。本校高等部では，『生徒一人ひとりが輝ける場面がもてるように』

『一人ひとりのニーズにあった教育の提供』を全職員が心掛けて一丸となって指導に当たっています。

その成果として，自慢できることは『生徒達が，学校を休まない。』ということです。病気や家庭の都

合による欠席はありますが，「学校に行きたくない。」という欠席の理由は聞こえてきません。

今年度も，様々な場面で高等部生の活躍がありました。普段の学校生活や学習場面はもちろん，全

国障害者スポーツ大会（トキめき新潟大会）や第３０回山梨県高等学校芸術文化祭など校外の場でも，

多くの輝く生徒の顔が見られました。また，進路学習の一環である現場実習では，個々の目標の達成

を目指し全員が頑張りました。今回はこのような高等部生の中でも特に成長の見られた２名の生徒の

ことを紹介します。

Ａ君は，小・中学校とほとんど保健室登校でした。養護教諭や担任と話をしたり，自由気ままに好

きなことをして過ごしていたそうです。本校入学後は，休まず自転車で登校し，集団の中で活動して

います。「友だちがたくさんできて楽しい。」「自由気ままに好きなことはできないけど今の生活のほう

が良い。」と言っています。友だちと活動する中で，自分のできることを知り自信をつけたり，友だち

と思いを伝え合ったり，一緒に活動をする楽しさを知ったようです。Ｂさんは中学校時代不登校気味

でした。本校に入学した４月は，毎朝学校に来ては玄関で泣いていました。「先生たちは，何でも相談

にのるよ。自分の気持ちや考えをどんどん話してね」という方針で，少しでも良いから学校に来るこ

とを勧め，登校したらほめました。次第に自分を解放し，仲間と活動をする中で自分にできることを

見つけていき，仲間との活動により積極的に入っていくことができました。A君もBさんも，集団の活

動の中で自分の居場所を見つけ，そして大きく成長していったように感じます。Ａ君やＢさんには，

何でも話せる・相談できるという人間関係が必要だったようです。

かえで支援学校では，個別に子どもとゆっくり話せる機会が持てるよう努め

ています。どんな子どもも，一人で居るだけでは育たないのではないでしょう

か。子どもたちは集団の中で大きく育っています。教員，カウンセラー，相談

員などどんな人とでも良いので，関わりを持ち，自分を表現し，自分の力に気

づき，認め，認められ，少しでも自信をつけて欲しいと思います。

そして，集団の中で一層成長できるよう指導していきたいと考えています。 （高等部主事 荻原公子）



ところで，県立甲府支援学校と本校が事務局をしている「中部地区特別支援連携協議会」というも

のがあります。中部地区（甲府市・笛吹市・山梨市・甲州市・中央市の一部）の特別支援にかかわる

行政・医療・福祉・労働・教育の各機関が集まり，地区内の特別支援についての協議をする場なので

すが，その第２回会議で，『中学・高校時に引きこもりや不登校になり，そのまま学校を卒業していく

生徒の中にいわゆる発達障害の生徒がいるケースがある』という話題がでました。『発達障害という自

覚や周囲の認識がないため，適切な支援が受けられず，いわゆる２次障害として引きこもり・不登校

となり，結果として学校卒業後も在宅となっている』ようです。

そう言えば，本校でもここ数年，小中学校で不登校であった児童生徒の転入学が目立ってきました。

人間関係がその主な理由のようですが，適切な支援があれば有益な学校生活が送れていたと思うと残

念でなりません。発達障害や軽い知的障害などを持つ児童生徒が，適切な周囲の支援や理解が無いた

めに人間関係を上手に築けず，そのため引きこもりや不登校になっているケースもあることを紹介さ

せていただきました。まずは子どもの理解からですね。

特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育のののの推進推進推進推進にににに関関関関するするするする調査研究協力者会議調査研究協力者会議調査研究協力者会議調査研究協力者会議ってってってって？？？？
2008年から文部科学省で「特別支援教育の推進に関する調査研究協力者会議」が開かれています。

この会議では特別支援教育の推進体制の整備や乳幼児期から学校卒業後まで一貫した支援などについ

て検討しています。

昨年の2月には，中間報告として『特別支援教育の更なる充実に向けて～早期からの教育支援の在り

方について～』（以下中間報告），また同じく8月には，同会議内の高等学校ワーキンググループから『高

等学校における特別支援教育の推進について』（以下WG報告）という報告が出されています。今後の

特別支援教育の方向性について示唆する内容と思いますので，紹介させていただきます。

中間報告では，「障害のある子どもに対する支援全体を一貫した教育支援と捉え，個別の教育支援計

画の作成・活用を通じて特別支援教育の理念の実現を図る。」という基本的な考え方が述べられていま

す。ここで重要な役目を担うのが「個別の教育支援計画」です。市町村教育委員会が各関係機関と連

携し就学移行期における個別の教育支援計画を作成することが提案されています。最終的にどのよう

になるのかわかりませんが，乳幼児段階からの早期の教育相談や支援の充実に向けて，個別の教育支

援計画を中心に据えた取り組みがなされそうです。

またWG報告では，「高等学校における特別支援教育体制の充実・強化」と「発達障害のある生徒へ

の指導・支援の充実」が提案されています。特別支援教育や発達障害についての教職員や保護者・生

徒の理解や認識の向上について，障害特性に応じた教科指導，キャリア教育や就労支援など卒業後を

見越した指導や支援の充実について触れています。いよいよ高等学校段階での特別支援教育が本格的

に始まるようです。この会議は今年の3月に終わります。どのような報告がされるのかが注目です。

いずれにしても，障害のある子どもの乳幼児期から高校在学・卒業時までの一貫した教育支援，ま

たは適切な特別支援教育が求められそうです。私たち特別支援学校のコーディネーターもより一層役

立てるように関係機関の方々と連携しながら頑張りたいと思っています。
参考HP ○特別支援教育の推進に関する調査研究協力者会議報告

『特別支援教育の更なる充実に向けて～早期からの教育支援の在り方について～』

（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/054/gaiyou/1236337.htm）

○特別支援教育の推進に関する調査研究協力者会議高等学校ワーキング・グループ報告

『高等学校における特別支援教育の推進について』

（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/054_2/gaiyou/1283724.htm）
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本校高等部入学者選抜の願書の出願期間は，１月２９日（金）～２月５日（金）（土日は除く）です。

また，受付時間は，午前９時～午後４時３０分までです。（ただし，２月５日は午前９時～正午まで）

受付時に簡単な聞き取りがあります。必ず，保護者の方が直接持参してください。

かえで支援学校に入学を希望しているみなさん，受検勉強に取り組んでいますか？
かえで支援学校は，意欲をもって入学してくる生徒を大歓迎します。
輝く高校生活をスタートさせるために，ラストスパート!! ・・・がんばれ受検生!!


